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75 問題 18 
肢イ 

２行目 

債権者がすでに権利を行使し

ている場合には 

債務者がすでに権利を行使し

ている場合には 
2023/03/27訂正 

660 ミニ知識 ― 
旧 822 条では……削除されま

した。 

全文削除（※2022 年 12 月 16

日民法改正により，懲戒権に

関する 822 条が削除されたた

め） 

2022/12/26訂正 

676 
ミニ知識 

（１つ目） 
３行目 （民法 958条の３） （民法 958条の２） 2023/02/13訂正 

676 
ミニ知識 

（２つ目） 
― 

共同相続とは，２人以上の相

続人が共同して相続する相続

形態のことです。共同相続で

は，相続財産が相続人各人に

分割されますが，分割まで各

相続人は相続分に応じて相続

財産を共有することになりま

す（民法 898条・899条）。 

相続人が１人のみの場合を単

独相続，複数いる場合を共同

相続といいます。共同相続で

は，遺産分割によって相続財

産の最終的な帰属が確定しま

すが，それまで相続財産は相

続人の共有に属し（民法 898

条１項），共同相続人は法定

相続分または指定相続分に応

じた持分を有することになり

ます（同条２項）。 

2023/02/13訂正 

680 ６(1) ― 

相続人が数人いる場合，これ

らの共同相続人は，遺言によ

って遺産分割の方法が指定さ

れているか，遺産分割が禁止

されていない限り，協議によ

って遺産の全部または一部の

分割をすることができます

（民法 907条１項）。さらに，

遺産分割協議が調わないか，

または協議することができな

いときには，家庭裁判所に遺

産分割を請求することができ

ます（同条２項本文）。 

共同相続人間の遺産共有は暫

定的・過渡的なものであって，

遺産分割によって最終的な相

続財産の帰属が確定します。

遺産分割の方法は，①被相続

人の遺言による遺産分割の方

法の指定（908条１項）があれ

ば，これが優先されます（指

定分割）。②遺言による指定

がない場合，共同相続人は，

原則として，いつでも，その

協議で，遺産の全部または一

部を分割できます（協議分割。

民法 907 条１項）。ただし，

被相続人の遺言（民法 908 条

１項），共同相続人間の不分

割契約（同条２項・３項），

家庭裁判所の審判（同条４

項・５項）によって分割を禁

止できます（いずれも期間は

原則５年以内）。③遺産分割

協議が不調・不能の場合，各

共同相続人は，家庭裁判所に

遺産分割の審判を申し立てる

ことができます（審判分割。

2023/02/13訂正 



民法 907条２項）。 

690 問題 206 
問題文 

２行目 
（国家総合職 2018） （国家総合職 2018改題） 2023/02/13訂正 

690 問題 206 
（参考） 

３行目 

共有者間に協議が調わないと

きは， 

共有者間に協議が調わないと

き，又は協議をすることがで

きないときは， 
2023/02/13訂正 

690 問題 206 
（参考） 

５行目 
（第２項略） （第２項以下略） 2023/02/13訂正 

691 問題 206 
肢ア 

２行目 
（898条） （898条１項） 2023/02/13訂正 

691 問題 206 
肢ア 

７行目 
（最判昭 62.9.4）。 

（最判昭 62.9.4）。なお，2021

（令和３）年民法改正により，

上記判例が明文化される（民

法 258 条の２第１項）ととも

に，相続開始時から 10年経過

後は，共有物分割請求訴訟も

原則として可能とされた（同

条２項）。 

2023/02/13訂正 

692 問題 206 
肢エ 

５行目 
（民法 908条） （民法 908条１項） 2023/02/13訂正 

692 問題 208 
肢２ 

１行目 
（民法 908条） （民法 908条１項） 2023/02/13訂正 

702 必修問題 
問題文 

２行目 
（国家一般職 2020） （国家一般職 2020改題） 2023/02/13訂正 

702 必修問題 肢イ 

相続の放棄をした者は，その

放棄によって相続人となった

者が相続財産の管理を始める

ことができるまで，善良な管

理者の注意をもって，その財

産の管理を継続しなければな

らない。 

相続の放棄をした者は，その

放棄の時に相続財産に属する

財産を現に占有しているとき

は，相続人又は相続財産の清

算人に対して当該財産を引き

渡すまでの間，善良な管理者

の注意をもって，その財産を

保存しなければならない。 

2023/02/13訂正 

703 必修問題 
肢イ 

５行目 
（民法 918条１項） （民法 918条） 2023/02/13訂正 

703 必修問題 
肢イ 

７行目 

相続の放棄をした者は，その

放棄によって相続人となった

者が相続財産の管理を始める

ことができるまで，「自己の

財産におけるのと同一の注

意」をもって，その財産の管

理を継続しなければならない

（民法 940条１項）。 

相続の放棄をした者は，その

放棄の時に相続財産に属する

財産を現に占有しているとき

は，相続人または相続財産の

清算人（民法 952 条１項）に

対して当該財産を引き渡すま

での間，「自己の財産におけ

るのと同一の注意」をもって，

その財産を保存しなければな

らない（民法 940条１項）。 

2023/02/13訂正 

  



706 問題 209 肢ウ 

相続の放棄をした者は，その

放棄によって相続人となった

者が相続財産の管理を始める

ことができるまで，善良な管

理者の注意をもって，その財

産の管理を継続しなければな

らない。 

相続の放棄をした者は，その

放棄の時に相続財産に属する

財産を現に占有しているとき

は，相続人又は相続財産の清

算人に対して当該財産を引き

渡すまでの間，善良な管理者

の注意をもって，その財産を

保存しなければならない。 

2023/02/13訂正 

707 問題 209 
肢ウ 

２行目 

その放棄によって相続人とな

った者が相続財産の管理を始

めることができるまで，「自

己の財産におけるのと同一の

注意」をもって，その財産の

管理を継続する義務を負う

（民法 940条１項）。 

その放棄の時に相続財産に属

する財産を現に占有している

ときは，相続人または相続財

産の清算人（民法 952 条１項）

に対して当該財産を引き渡す

までの間，「自己の財産にお

けるのと同一の注意」をもっ

て，その財産を保存しなけれ

ばならない（民法 940条１項）。 

2023/02/13訂正 

710 ２ ２行目 
②遺産分割方法の指定（民法

908条） 

②遺産分割方法の指定（民法

908条１項） 2023/02/13訂正 

733 問題 217 
肢３ 

１行目 
（民法 898条） （民法 898条１項） 2023/02/13訂正 

739 問題 220 
肢エ 

３行目 
（民法 898条） （民法 898条１項） 2023/02/13訂正 

741 章末 CHECK 
Ａ３ 

２行目 
（民法 958条の３参照） （民法 958条の２参照） 2023/02/13訂正 

741 章末 CHECK 
Ａ７ 

１行目 
（民法 908条） （民法 908条１項） 2023/02/13訂正 

※「掲載日」は，上掲訂正情報がＬＥＣ公務員ホームページの『テキスト改訂・訂正情報』 

(http://www.lec-jp.com/koumuin/info/teisei/)に掲載された日付です。 

 


